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Ｈ２８ 商工農林水産委員会視察日程

○平成２８年７月２６日（火）～ ２８日（木）

１ 日 程

①７月２６日（火）

富山駅→金沢駅→大阪駅→三ノ宮駅→神戸市視察（PM）

→神戸市宿泊

②７月２７日（水）

三ノ宮駅→西明石駅→岡山駅→伊予西条駅→西条市視察（PM）

→伊予西条駅→高松駅→高松市宿泊

③７月２８日（木）

高松市視察（ＡM）→高松駅→高松空港→羽田空港→富山空港

２ 視察項目

①神戸市

・おとな旅・神戸について

・六甲山への観光客誘致の取組みについて

②西条市

・総合６次産業都市について

・観光施策について（観光ルートの開発、山岳観光の振興）

 ③高松市

  ・伝統的ものづくり支援事業について

３ 出張者 １２名

①委員 １０名

岡本委員長、成田副委員長、松尾委員、橋本委員、中山委員、

浦田委員、村山委員、丸山委員、村上委員、原田委員

②随行 ２名

議事調査課 圓山課長、桂川主任
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平成２８年度 商工農林水産委員会行政視察報告書

商工農林水産委員会

副委員長 成 田 光 雄

１ 視察期間 平成２８年７月２６日(火)から７月２８日(木)まで 

２ 視察先及び視察事項 

（１）７月２６日(火) 神戸市 

「おとな旅・神戸について」 

「六甲山観光の振興について」 

（２）７月２７日(水) 西条市 

「総合６次産業都市の取組みについて」 

「観光施策について」 

（３）７月２８日(木) 高松市 

「伝統的ものづくり支援事業について」 

３ 視察参加委員 

委員長  岡本  保 

副委員長 成田 光雄 

委 員  松尾  茂 

  〃   橋本 雅雄 

  〃   中山 雅之 

  〃   浦田 邦昭 

  〃   村山 栄一 

  〃   丸山 治久 

  〃   村上 和久 

  〃   原田 佳津広 

４ 随行職員 

議事調査課長  圓山 尚英 

議事調査課主任 桂川 卓也 
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５ 視察概要 

７月２６日（火）神戸市

人口１５３万８千人／世帯数７１万世帯／面積５５７．０２k㎡ 

(H28.6 月末時点) 

１．おとな旅・神戸について 

（１）視察の目的 

出発地の旅行会社が企画して参加者を目的地へ連れて行くような従来の「発地型観光」

と比べて、地域の振興につながると期待されている着地型観光を本市でも推進していく

ため、神戸市が進めている「おとな旅・神戸」の取組みを視察した。 

（２）取組みの概要 

神戸市では、着地型観光を推進するため、「神戸らしさ」を存分に堪能できる「特別

感」のあるまち歩きや体験プログラムを企画・実施し、地域や事業者との連携により、

将来的にも継続可能な観光コンテンツとして育成している。さらに地域資源を活用した

様々な楽しみ方の可視化・カタログ化を通じて「神戸のライフスタイル」そのものの魅

力を発信し、誘客や移住促進につなげようとしている。 

（３）所感 

神戸市は魅力的な観光資源が豊富にあり、「スイーツやパンなどの食文化」、「おしゃ

れなファッション」など神戸ならではのライフスタイルが醸成されており、そうした「神

戸らしさ」を堪能できる「特別感のある」プログラムを設定し、「神戸ならではの時間」

を楽しむワンランク上の時間を過ごしてもらう等、「おとな旅・神戸」のまち歩き体験

７４プログラム１４１本を企画・実施することで、様々な事業効果を生み出している。

また、地域や事業者との連携により、将来的にも継続可能な神戸の観光コンテンツとし

て育成するなど、今後、本市が目指す「富山らしさ」が堪能できる着地型観光を推進す

る施策の参考になった。 

２．六甲山観光の振興について 

（１）視察の目的 

 神戸市の六甲山は、まちなかからそれほど離れていない観光地である。同じようにま

ちなかから気軽に行くことができる距離にある呉羽山丘陵の整備や観光振興に資する

ため、神戸市が進めている「六甲山観光の振興」の取組みを視察した。 

（２）取組みの概要 

 神戸市では、観光客誘致のための六甲山の整備として、①土地利用基準の緩和、②構

造改革特区の活用「六甲有馬観光特区」③民間事業者が取組む「六甲・摩耶活性化プロ

ジェクト」への支援、④山上でのインバウンド対応強化、⑤山上の遊休施設等の活用な

どを行っており、さらに様々なＰＲの取組みをすることで誘客に努めている。 
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（３）所感 

本市のキャッチコピーである、「立山あおぐ特等席。富山市」の重要な拠点として位

置付けられている呉羽山丘陵は、市民や訪れる観光客に対して充分な受け入れ対応がな

されておらず、今後の取組みに対し参考になった。課題の一つとして、目的地までの道

先案内及び歩行者の安全確保、夜間の観光客受け入れの環境づくり等がある。今後の本

市のまちなか観光を進めるにあたり、早急なブラッシュアップが必要であると感じた。 

７月２７日（水）西条市

人口１１万１千人／世帯数５万世帯／面積５０９．９８k㎡ 

(H28.6 月末時点) 

１．総合６次産業都市の取組みについて 

（１）視察の目的 

 本市でも牛岳温泉熱等を利用した農業の６次産業化などを推進しているところでは

あるが、農林漁業の持続的な発展や活性化に資するため、西条市が進めている「総合６

次産業都市」の取組みを視察した。 

（２）取組みの概要 

 西条市は、経団連「未来都市モデルプロジェクト実証地域」に選定され、西条市を拠

点に農業界と経済界が連携し、農業の生産・加工・流通の流れをつなげる取組みを開始

した。平成２３年には大規模露地栽培の実証モデルを確立する「サンライズファーム西

条」が設立され、平成２６年にはマーケットインの仕組みの中心的な役割を担う「サン

ライズ西条加工センター」が設立された。安定的な農産物供給拠点、専門人材の養成拠

点、四国の１次産業における物流・販売のハブ拠点を目指したこの総合６次産業都市の

取組みは、地域再生計画の認定を受け、「地方創生」をリードするモデル事業として位

置付けられている。 

（３）所感 

本市が取り組んでいる６次産業と異なり、「農業界と経済界の連携」、「産学官金の連

携」として地域再生計画の認定を受け、農産物の生産、加工、流通などの機能を集積化

し、食料産業のクラスターとして総合的な仕組みとなる「総合６次産業都市」を実現し

ている。また、農産物加工、貯蔵、流通の機能を集約化した「コア機能」、路地栽培と

施設栽培の「安定的生産機能」、農業人材や高度専門人材を育成する「専門人材育成機

能」の３つの機能を確立している。本市のように米に特化した地域において、今後の農

業の在り方について、どのように取り組めばよいか大変参考になった。 

２．観光施策について 

（１）視察の目的 

 富山湾から標高２，９８６ｍの水晶岳まで多様な地形を有する本市の観光施策に資す

るため、同じように瀬戸内海から西日本最高峰石鎚山まで多様な地形を有する西条市が
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進めている「観光施策」の取組みを視察した。 

（２）取組みの概要 

 西条市では、観光推進体制・拠点の整備として、任意団体であった観光協会を今年度

から法人化して観光物産協会（約３５０会員）とした。また、昨年度から市が主催のサ

イクリング大会を開催するなど、魅力ある観光ルートの確立に取り組んでおり、観光客

の受け入れ態勢の充実とおもてなしの向上にも取り組んでいる。さらには、石鎚山周辺

の町と連携した取組みにより、地方創生推進交付金の活用を予定している。 

（３）所感 

西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略評価指標では、観光客入込数を平成２６年度

実績３，４９５千人から５年後には３，７７７千人（８％増）とすることを目標として

おり、（１）観光推進体制・拠点の創出、（２）魅力ある観光ルートの確立、（３）受け

入れ態勢の充実とおもてなしの向上を掲げている。昨年度に愛媛大学生の若者の視点か

ら市内を周遊する８つのルートを作成したことや、旅行者、登山者、サイクリストなど

の満足の更なる向上のために近隣市町で連携して地方創生推進交付金を活用する取組

みについては、本市においても考えられることから、西条市の取組み方法は今後の参考

となった。 

７月２８日（木）高松市

人口４２万人／世帯数１７万４千世帯／面積３７５．４１k㎡ 

(H28.6 月末時点) 

１．伝統的ものづくり支援事業について 

（１）視察の目的 

 本市のものづくりや３０年来進めてきたガラスをテーマとした街づくりに資するた

め、高松市が進めている「伝統的ものづくり支援事業」の取組みを視察した。 

（２）取組みの概要 

 高松市では、地域全体で伝統的ものづくりを産業として支えていく環境を生み出して

いくため、「高松市伝統的ものづくり振興条例」を制定した。今年度の伝統的ものづく

り振興事業計画では、①審議会開催、②展示会等補助金、③夏休み親子体験教室、④学

校巡回教室、⑤人材育成県外派遣事業、⑥事業者対象セミナー、⑦世界盆栽大会ｉｎさ

いたま出展事業負担金、⑧振興事業補助金、⑨香川漆芸魅力発信事業、⑩観光資源ＰＲ

事業（仮）など様々な取組みを実施する予定である。 

（３）所感 

「高松市伝統的ものづくり」として、盆栽・漆器・石製品・伝統的工芸品等があり、

大切な地域資源として受け継がれている。しかし、近年、生活様式の多様化に伴う個人

消費の変化や、後継者問題などの点から高松市の伝統的ものづくりを取り巻く環境の厳
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しさが増している。そのことから、地域全体で”ものづくり”を産業として支えていく

ため、「高松市伝統的ものづくり振興条例」を制定し、特色ある伝統文化の継承や発展、

創造性の豊かなまちづくりに寄与する事を目的として取り組んでいる。今後の本市にお

ける伝統的ものづくり事業の発展のために、高松市の取組み手法が参考となった。 
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平成２８年７月２６日（火）神戸市 
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平成２８年７月２７日（水）西条市 
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平成２８年７月２８日（木）高松市 


